


刑 法③

次の問題I · IIのうち1問を選択して解答しなさい。(100点）

解答用紙に選択した問題の番号を記入すること。

I 次の【事例］を読み、 小問 l 、 2 の両方に答えなさい。

【事例 l

( 1) 不良グルー プに属する甲らが通行中、 前方からヘルメットをかぶらずに原動機

付自転車を走行させていたAを発見し腹を立て、 原動機付自転車を蹴りつけたが

そのまま逃げられた。 そこで、 自転車で並走していたBを捕まえてAを呼び出す

ようにいったところ、 近くの駐車場にAがやってきた。

(2) そこで、 甲らは「てめぇ、 誰の許可でノ ー ヘルで走ってるんだ。 刺すぞ。」な

どと怒鳴りつけながら、 A、 Bの顔面を手拳やヘルメットで殴り、 倒れたAの背

中を蹴りつけるなどした。 そのころ、 甲の仲間が乙に電話をかけ「今、 ノ ー ヘル

の奴捕まえてやっちゃってる。 これから公民館に移動する」などと伝えたことか

ら、 乙も現場に行くことにした。

(3) 一方甲らはA、 Bを連れて公民館へと移動し、 金品を強取するためにさらに激

しい暴行を加え、 抵抗できなくなったAから現金1万円、 Bから5000円を奪っ

た。

(4) 乙が現場に到着したところ、 甲らに囲まれて顔面から血を流して正座をさせら

れているA、 Bを見つけた。 さらに甲らが暴行を加えようとしたのを見た乙は、

その時点で上記事情をすぐさま理解したうえで、 すでに反抗できない状態になっ

ているA、 Bを殴っても仕方がないと思い、 甲らの暴行を阻止した。

そのうえで、 乙が「金とりゃいいじゃん」といったところ、 甲は抵抗できなく

なっているA、 Bのポケットから、 Aの免許証の入った財布、 Bのクレジット

カ ー ドが入っている財布を取り上げ、 甲、 乙らは現場を立ち去った。

(5) A、 Bは、 甲らの（3)の暴行によりAは全治1ヶ月、 Bは全治3週間の傷害

を負った。

小問 1 甲の罪責について論じなさい（特別法違反の点を除く）。
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小問2 乙の罪責について、 甲に成立した犯罪の内のどの範囲に共同正犯が成立する

かを論じなさい（特別法違反の点を除く）。
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